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私 は此 題 の下 に,岡 山軍 政部 衛 生 課長Capt.

 Sessionの 厚意 に よ り借 覧 し得 た る,「 ア メ リ

カ」醫 師 會雜 誌(Journal of American Medi

cal Association以 下JAMAと 略記)の 昨 年

12月 號 並 に 本 年1月 號,及 びNew England

 Medical Journal 12月 及 び1月 號 に於 て,私

の 注 意 を ひ い た 鮎 の 外 に,米 國 週 刊 雜 誌

Newsweek並 にTimeの 過 去約1ケ 年 に於 け

る署 事欄 に抄 録 され た る もの 玉中,注 意 すべ

き又 は興 味 を引 いた 事項 の 一部 を加へ て,本

日諸 君 に御 話 し致 しまず.蓋 し此NewSweek

並 にTime誌 共 に通 俗雜 誌 で あ るが,共Medi

cine欄 に 抄 録 してあ る事 項が 非 常 に 正 し く

引用 して あ る ことは,今 回 私 が 閲讀 したJA

MA中 の注 意 す可 き 報 告 が 正 し く此News

week並 にTimeの 醫 事欄 に抄 録 してあ る こ

と よ りして も明 かで あ り,此 等 の記 事 は充分

信 用 し得 る もので あ るか らで あ る.

之 に先だ ち一言「ア メ リカ 」醫 師 會(Ameri

can Medical Association)に 就 て述 べた い.

此AMAは 設 立 以來 昨年 を もつ て第100年 に

當 り,昨 年其 第100年 記 念総會 が 行 はれ た 古

い歴 史 を持 つ もの で,現 在 「ア メ リカ」の全醫

師數 約19萬 人 の 中, 13萬 人が共 會 員 で あ り,

世界最大 に して最有 力なる醫 師會で あ り,此

會か ら機關雜誌JAMAを 發行 して居 るので

あ る.而 して此雜 誌は週刊で,御 承知 の如 く

實に堂 々た る體裁 の ものであ り,發 行部數 は

毎週13萬 部 以上(こ の發行部數 は 雜誌の表

紙に明記 してあ ります)に 達 し,毎 號醫 學研

究及臨 床,醫 政 及醫療器械 の嚴 正な る批判等

を掲げ,「 ア メリカ」醫師會即「ア メリカ」醫師

會雜誌 であ ると目されて居 る有 力な雜誌で あ

る.そ して この雜誌 は廣告料だ けで も1ケ 年

の牧 入175萬 「ドル」に達 し,之 に よつて此會

の大部分 の經費 を賄 つて居 るそ うであ り,此

雜誌の1ケ 年購讀料が僅か8「 ドル」に過 ぎな

いと云ふ ことは,矢 張 その費用の大牛 は廣 告

料か ら補 はれて居 るもの と考へ られ る.(但

し本 年1月 か ら1ケ 年12「 ドル」に値 上にな

つて居 る.)

殊 に此雜誌 はDr. Fishbeinが 編輯主任 と

なつて以 來蓍 しく發展 した もので,此 編輯 主

任が即AMAの 代辨 者であ り,「 シカ ゴ」市 に

在 る8階 建の荘麗なる醫 師 會 館 も主 と して

Dr. Fishbeinに よつ て建造 された ものであ

る.此 會館 は又「シカ ゴ」名物(?)の1ツ とな

つて居 り,「 シカ ゴ」遊 覧「バス」の1ツ が此 會
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館 の 前 を 通 る 時 に,案 内 人 は こ ゝで 嘲 叭 を 吹

き"Ladies and Gentlemen! This is the

 American Medieal Association, founded by

 Dr. Fishbein....."と 叫 ん で 居 る 位 で あ

るが,か ゝる流儀の鳴物 入 りの宣傳 は,最 早

「ア メリカ」近代醫 人の 喜 ぶ ところとな らず.

近 年會員 中に 多數の 反 「フヰ ツシユ バイ ン」

黨 を生 じて居 るが,彼 の功績 は没す可 き もな

い.彼 は本 年58歳, 36年 前(1912)醫 學校卒

業後1ケ 年 に して 此雜誌の 編輯助手 とな り,

以 來 編 輯 專務 であ り, 1ケ 年の 俸給24,000

「ドル」,外 に略同額の著述 及講演料 の牧入が

あ る(Time).成 程 凡て醫師會乃至醫 師會雜

誌 も生活 に安ん じて之 に専任 して居 る有能 な

る醫 師の主幹が無ければ充分其機能 を發展 し

得 な いものだ と云ふ ことは,我 々に も大 に参

考にな ることであ りませ う.

而 して此雜誌 の3大 目標 とも見 る可き もの

は, 1.醫 學研究の支援奨勵, 2.非 醫 者及不

良藥品並に不良器械に封 する摘發指 彈, 3.社

會醫療制度反對で あ り, AMAは 非常 に此等

に就 て奮鬪 し來 つて居 り, Fishbein自 ら記す

所に よるも,非 醫者並 に不良藥品 に封 す る忌

憚 なき批判發表の爲め總計約3,500萬 「ドル」

に上 る損害訴訟 を提起 されたそ うだが, 1回

も敗 訴 した こ とが 無 い と云 ふ ことであ り,

又 “ 社 會 醫 療 制 度 に 封 す る戰 ”("War

against socialized Medicine")は 彼が編輯

主幹 になつた1924年 以 来 堅持 し來つた こと

を誇 りと してゐ る.(History of AMAに よ

る).

此等の事實は又大 いに我 々の参考 になると

思 ひ ます.殊 に不良醫 師,非 醫 者,不 良藥品,

インチキ器械等は從 來 も,又 殊に現在我 國に

屡 々問題 とな り各 人の話題 となつて居 るので

あ るが,當 局に共熱 力が無 い今 日,有 力なる

背景 を有 す る醫師會雜誌の如 き公器 を用ひて

此 を指 彈摘 發せ ざれば,單 に市 井の私語に終

るに過 ぎないで あ りませ う.日 本醫師會に も

日本醫師 會雜誌が あるが,從 来この會員 であ

つて此雜誌 を購讀 し,又 は醫人 で共 存在 を認

めて居 た ものが いか程 あつたであ らうか.そ

して私が從 來の 日本醫師會 は,主 として醫政

及醫療經濟 を問題 として代辨論議す る政略的

存在 であると考へ來つた と申 して も,單 に私

が此醫師會に迂遠であ り無智 であ り不親切 で

あ る もの として,非 難 を受けなければな らな

いであ りませ うか.幸 に新 しき構想 を持つて

改めて 日本醫 師會が設立 した今 日,私 は 日本

醫 師會即 日本醫師會雜誌 であ り,日 本醫 師會

雜誌 は會員全 部の雜誌であ ると云ふ状 態に速

か に到達せん ことを希ふ ものであ ります.

New England Journal of MedicineはBos

tonを 中心 とす る1地 方雜誌であ るが,其 發

行部數 は約25,000部 で ある.岡 山醫學 會雜

誌は 日本 に於 て も有數な る醫 學 雜 誌 で あ る

が,此 發行部數 は 月刊3,000部 に達 しない.

發行部數は致方 ない として も,其 發表せ らる

る所 は,岡 山醫科大學各教室に於け る實験的

研究が主であつ て,直 接臨 床的 の もの は尠 い,

反省す可 きことで ある.

さて此JAMAに 就 き其12月20日 號並 に

1月17日 號 を通 讀 して注意 をひいた要點のみ

を申 します と,醫 學的方面 では,抗 菌性物質

(Antibiotic agents)に 就 て の 研 究 でDr. 

Flemmingと 共 に 「ノーベ ル」賞受領 者であ

る英 國のDr. Floreyの"New antibiotic

 agents"と 題 す る論 文 が あ る.是 はAMA

 100年 記 念總 會の特別講演で 共 要 旨は次 の如

きもので ある.

Phenomen of antibiosis(抗 菌現象)は70

年來知 られ てゐた ことであ るが,臨 床上 に は

1939年DubosがBacillus brevisが,強 力な

る抗菌物質 を産出す ることを發見 し, Tyroth

ricinと 名づ けた もの を製 出 したのに始 まる.

然 しこれは動物の血液 中に非 常 に毒 性 を 示

し,爲 めに 人間に對 しては單 に外用のみに應

用 さ る ゝに 止 まつ た ことは甚 だ不幸 であつ

た.と 云ふの は,共 後た ゞ1年 に して 「ぺニ

シ リン」が發 見されたか らで あ る.

元來臨 床上 に使 用 し得 る抗菌物 質は主と し

て次 の要素 を具備 しなければな らない.

1)抗 菌性強 きこと. 2)毒 性の尠 いこと.

これは 單に人間の身體に封 して だけでなく,
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細胞,白 血球 及腎臓 に對 して も同様であるべ

き こと. 3)體 液の存在の下 に有効な る可 き

こと. 4)安 定性 を有 すること, 5)餘 り早 く

腎臓か ら排 出せ られ ざること. 6)此 連續 使

用 によ り細菌 の抵抗 力を増加せ しめざるもの

等 である.此 等の點 に合 致 して居 るものは今

日「ペニシリン」が最 良の ものである.

「ア メリカ」に於 て"Penicillin"はSulfa

min同 様,使 用を續けるにつれ,細 菌の抵抗

力 を増 す もの と一般 に信ぜ られ てゐる様であ

るが, Penicillinは 成程 試験管 内では此 事實

を證明 し得 るが,生 體内に於ては幸 に此作 用

は割 合に非常に弱 いと云ふ ことは注意すべ き

で あ る.

此 等抗菌 物 質産 出の 根原 とな る もの及 産 出

物 は

1) Fungi(菌 類?)此 數 百種 が抗 菌 物 質

を産 出 す る もの と して認 め られ,殆 ん ど毎 日

の如 く新 製 剤 が現 はれ て居 るがFungi imlper

fectiか ら大體 次 の30種 が抽 出 され て居 る…

種 目省 略 … …此 中にPenicillic acidが あ る.

尚此 中Helvolic acidは あ ま り毒性 も無 く,

腸 管 か らも吸 収 され るが,容 易 に細 菌 に 抵 抗

力 を與へ,且 又共 効 力 は100%と は 言へ な い.

2) Basidiomycetes(擔 子胞 菌類)こ の

多 くの もの も抗 菌物 質 を出すが,大 部 分 の も

の は毒 性 が強 いか,又 は あ る ものは 比較 的 効

力 が簿 い.

3) Actinomycetes(放 線状 菌)こ れ か ら

産 出 された 抗 菌物 質 はStreptmycinの 外 に

少 と もStreptothryein, Grisein, Proactiuo

mycin等 は 注意 す可 き もの で あ る.

4) Bacillus(細 菌)こ の 抗 菌物 質 類 は 大

な る有望 性 が あ る.此 中でBacitracin, Liche

niformめ 兩 者 は動 物實 験 上 頗 る有 效 で あ る. 

Thyrothricin, Subtlinも 此 中の 種 目に 屬 す

る.

5)誘 導 性 抗 菌 質(Induced antibiotics)

一微 生 物 が他 の微 生 物 と密接 な る關連 の 下 に

増 殖 す る と,他 の もの に對 してあ る抗菌 物 質

を産 出 す る ことが あ る.之 に就 て は尚 將 來 大

に研 究 を要 す る.

之 を要 す るに近世化學療法 に對 しては,細

菌學の智識が一層肝要 となつ て來た,そ して

最近の治 療學は細菌學並 に實 際醫學 に就 ての

科學的智識の 一層 密接 なる 連絡 を もた ら し

た.か くして尚將來,自 然に起 りつ ゝある抗

菌物質の摘 出並 に共研究は,尚 一層此方面 よ

りして人類に封 して大 なる幸福 をもた らすに

至 るであ らう.

以上 がDr. Floreyの 論文 の大體 であ る.

共他JAMAで 私の注意 をひいた點 は,矢

張依然 と して社會醫療 制度に對す ろ熱烈な る

反對行動 であ り, 1月 號所載の1月5日 よ り

8日 迄3日 間 「クリープラン ド」市(Cleve

land)で 開 催されたAMAの 中間總 會の状況

に も明かであ るが,こ れ は後に纏 めて別に 述

べた いと思 ふ.

非醫 者的行 爲並に不良醫療器具 に對す る攻

撃 も亦た 同様 に力強 い.醫 療器具 と して指 彈

されて居 る ものは 多 くは 家庭應 用の もので,
 

殊に此頃「ア メリカ」では電 撃療法が注意 され

て居 ると見 え.家 庭 用電 撃療法器械 の 「イン

チ キ」が會社 名 を掲げて暴露 されて居 る.

又此雜 誌の1特 長であ り,戰 前 は私は いつ

も熟讀 して居 た各 國の醫 學雜誌の掲載 題 目と

其注意す可 きものに就 ての内容抄録が,昔 の

通 りに列記 して在 るの を見て懐か しく感 じた

が,「 ハ ンガ リー」の ものはあ ろが,獨 逸 の醫

學雜誌に就 ては一行 も印刷 されて居 ないのは

非常に淋 しく感 じた.獨 逸 國に も米 國及英 國

軍隊が駐 屯 して居 る.共 區 域内に於け る雜誌

は もし刊行 されて居 うとすれば人手 出來 るだ

ろ うと思ふ.斯 く考へ ると,第1次 世界大戰

中に も缺 號無 く發 刊 し續 けた獨逸 の醫學雜誌

も,今 度は愈 々中絶 して居 るので はあるまい
し

か.日 本 の 現状 と思 ひ合 せ て戰 爭 が 學 問 に ま

で 及 ぼす 大 な る惨 禍 を嘆 かず に は 居 られ な か

つ た で す.

共 外 に尚 注 意 す可 き こ とは, JAMAの1月

號 に,本 年1月 よ り7月15日 迄 の 期間 中に

米 國 内 の醫 學校,病 院,研 究 所 等 に於 て,復

員醫 師 並 に 一般 醫 師 に對 す る補 習 教 育 の 目録

(Postgraduate courses for veteran and civi
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lian Physicians)が 編 輯 され て居 り,共 病院

等 の名前,實 習の時間,授 業料等 をも表示 さ

れて居 ることである.此 中で耳鼻咽 喉料に關

す る ものだ けで も約30ケ 所 に於て 開催 さる

ることを知 つた.こ れ は其 中には名儀だ けの

もの もあるか も知れ ないが,兎 に角 これだ け

補 習教育 に力を注いで居 ろと云ふ ことは,我

我 の反省 を要す ることであ らう.姫 路市 外廣

畑製鐵所に収容 されて居た1「 ア メリカ」俘虜

軍醫大尉が在留 中親切公正 なる待遇 を受けた

とて同病院耳鼻咽喉科醫 長上塚君 に對 し,歸

米後度 々感謝の手紙 を寄せ,私 もそれ を見せ

て貰つたが,そ の1つ に よると,歸 米後 胃鏡

検査 の講習 を受 け南部地方 で開業 し,胃 鏡應

用に非常 に興味 と利益 を得 て居 ることが報告

され てあつ た ことは,こ の良 き實例であ りま

せ う.

雜誌の 廣告の 中に も,最 近 の醫事に關す る

一端 を知 ることが 出來 ま した.此 廣告で特 に

目につ いたのはPenieillin in Oil and Waxの

廣告で,こ れはPenicillinを 落花 生油及密蝋

(Peanut oil及Beeswax)に 混合 した もので,

普通のPenicillin容 罎中に10eeを 藏 し居 り,

共特長 とす る所は,注 射後 吸収が緩慢 な為め

に長時間血 中に有效量 を保 存 し得 る こと,從

つて普 通1日1回 の注射で足 り,且 此1ee中

に30萬 單 位(1瓶 は300萬 單位)を 有 して居

ること,及 室温に於 て保存 し得 ること等であ

る 日本 に も近頃此種類 の ものが輸 入 されて

居 り,は じめ商 人は此1瓶 全部が30萬 單 位 と

誤 り,且 共 使用法が少 しく面倒 な爲か或は不

解の 為か醫師の間 に も喜ばれず,は じめ暫 く

は可な り廉價に人手 し得た様であつた.私 も

患者 自身が之 を持 ち來つては じめて,之 を使

用する ことにな り,使 用書 を熟讀 してやつ と

共 使用法 を了解 し得 たが,共 效果は見 る可 き

ものがあつた.但 し注射 器の消毒操作が 少 し

く面 倒であ り(全 然 水分 を 脱却せ ねば な ら

ぬ),又 油劑であ るか ら注射 しに くい 點が あ

る.そ して又米 國に於 ては果 して本剤が 一般

に用ゐ ちれて居 るものか ど うか を 疑つたが,

軍政部のDr. Sessionも 之 を外來患者 用と し

て推奨 して居た し,又 此等 雜誌の廣告 を見て

も,各 會社が各 自の製品及之 に使用す る特別

の 注射器 の廣告等 を 多數 出 して 居 るの を 見

て,私 の懸念 を拂 ひ捨 てることが出來た.

次 に學會の ことに就 き二三紹介 しませ う.

AMA第100年 記念總會

これ は 昨 年6月9日 か ら13日 迄5日 間

Atlantic Cityに 於て擧 行 され,出 席會員約

16,000人 に達 し,學 會行事の外に記 念郵便切

手 の發行,「 ラヂオ」放送特 別番組等 もあ り頗

る盛大であつた.陳 列物には數百 の器械,標

本等の展覧の外 に.「 ビキニ」環礁原子爆 彈實

験 に生 き残 り今尚強 く放射能 力を發す る一對

の山羊の出場 も注 目をひいた.

總會演説 の中には前述のDr. Floreyの 抗菌

物質 に就 ての講演があ り,此 席上 にはPeni

cillinの 臨床上應 用試驗 を擔 當 した 女醫 であ

る美 しきFlorey夫 人 も出席 し,萬 場 の注 目

を浴びた ようであ る.

各分科會 に於 てはそれぞれ の専門的報 告が

行はれたが,凡 て を通 じて 目立 つたの は近 年

「アメ リカ」國民の一般 が大 な る關 心 を持 つて

居 る癌問題で あ り,之 に就 て も癌冶療 並に研

究 に於 て有名で あ るNew YorkのMemorial

 HospitalのDirector Dr. Rhoadsの 報告 もあ

つた.氏 は癌治療 の方針 としては,矢 張手術

に眼 目を置 く可 きことを強調 し,同 時 に之 を

補助 又は調整 す ろ新 手 段 に 就 て 述 べ た が,

 1946年 中に癌 共 他の 悪性腫瘍 に對 して 應用

試 驗 された もの ゝ中,最 も注意す可 き ものは,

軍 事 用毒「ガス」の1種 と して製 出 されたNi

trogen mustards (HN2)の 外 用で あ り,之 を

126の 病院及研究所に送 り1,100例 の臨 床報

告が あ り,之 は まだ 不充分で あ るが,治 療補

助 と して尠か らざ る症例 に著 明な る良效 果が

あつた との ことで ある.

尚Dr. Rhoadsの 報告 中,私 達 の専門領 域

の癌 に就 て言 及 して居 るが,共 中喉頭癌 に關

して 氏 の説 くところの 大 意は,『 喉頭癌 に對

して いか に處理す可 きやは 今尚意見が一致 し

て居な い.「 ラヂ ウム」療法の統計で110例 中

30例 が5年 以上 治 癒 して 居 ることは 注意す

4
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可 きことであるが,一 方 に於て之に對す る近

代外科技術 は進歩 し,且 又術者の熟練 と共に

226例 の全摘 出術 中 手術 死亡數は單 に4例 に

過 ぎざるに至つた ことは慥かに此手術療法 に

より,今 後從來 より多 くの全治例 を見 るに至

るであ らうし,他 方又全摘 出後の發聲工夫に

於て も一段の 進歩があ り,今 後は 癌患者は

“喉頭 その もの よ りも彼 等の 生命 を 重 しと

し”進んで手術的療法 を選ぶであ らう』 と述

べて居 る.

此總會の席上陸軍大臣Rattersonは 現下軍

醫の重大な る缺亡 を緩 和する法案の支持 を醫

師達 に 希望 して居 る.之 によると米國軍隊 に

於 ける正規軍醫數は1,100人 に過 ぎず.然 る

に 目下必要 なる約1,000,000人 の軍 人に對す

る軍醫 は6,000人 を要 し,共 補充が大問題で

あ る.し か も これは 平時 の 場合 の ことで あ

り,萬 一第三次大戰勃發 を見る如 き場合は一

層の増 員を要 す.之 等 に對 して全醫 師の協力

を乞ふ て居 り,尚 陸軍大臣は之に附隨 して志

願軍醫 の待遇方法 をも説明 して居 るが,そ れ

に よると俸給 は最低年3,640「 ドル」よ り最高

9,800「 ドル」 但 し専門醫は25%増 額 で最高

11,000「 ドル」とな り,且 各軍醫に從來よ りも

多 くの發 言權 を與へ,又 階級 も特殊の技倆經

驗あるものは直ちに代將(Brigadier)又 は 少

將(Major General)に 任 ずると 云ふ ことで

ある.

此問題に對 してAMAのPresident Dr. 

Rortzを 委員長 とせ る 特別委員會の 報告は,

會員達 を聊か戸迷 ひさせた様 であ る.と 云ふ

のは此報告は 『將來の戰爭 は原子爆彈,毒 物

(多 分放射能 性毒物),細 菌(Virus and Bac

teria)等 による都市並 に工業地帯の大量攻撃

であり,之 に對 しては24時 間以内に全醫療關

係者の全動員 を必要 とす るであ らうし,又 か

か る際 には戰鬪員 と非戰鬪員 の區別は無 くな

るであ らうと云ふ ことは軍人 も醫 師 も一致 し

て認 めて居 ることであ り,且 又此場合 多分軍

人 よりも市民の損害 が多いであ らうか ら,醫

師は臨 機應變的 に兩者に割當て らる可 きであ

る』 と言 ふ の であ る.

AMA總 會の ことは之 で終 りと して今1つ

の學會

昨 年度 の 「ア メリカ」外 科 臨 床 醫 會(The

annual Clinical Congress of the Ameriean

 College of Surgeon)の ことを紹介 しませ う.

元 来外科醫は常 に他の手術 を見學す る こと

が非常 に有 益であ り,「 ア メリカ」の大病院 の

手術室は 多 くは公開 され,醫 師で さゑあれば

比較的 自山に見學が出來,此 點 は私には獨逸

に於け ろよ りも「ア メリカ」に於 て得 る所が 多

かつた.で 「ア メリカ」外科學會 も毎年一流 の

病院Q多 い大都會で開催 され,來 會醫 師が 此

等 の病院 の手術 を見學す ろのに便 宜を與へ ろ

ことを常規 と して居 る.そ れで昨年の集會 は

9月 「ニユ ウ・ヨー ク」で4日 間 に亘つて催 さ

れ, 41の 市 中の病院 が其手術 室 を見學者に開

放 したのであ るが,各 病院に於け る見學者數

にはその設備上一定 の限 界が あ り,一 時 に多

數 の會 員を招待す ることが 出來ず,一 病院に

つ き5-15人 等の割合に制限 した ので,從 つ

て單 に曾員の一部が 共熱望 を果 し得 ろに止 つ

たが,今 回は之に對 して新 らし き企てが 試み

られた.そ れ は あ る病院 の 手 術 を 「テ レビ
ノ

シ ヨン」 に よつ て 醫 學 會本 部 と さ れ て 居 た

Waldorf-Astoria Hotel(「 ニ ユ ウ ・ヨー ク」市

の 名代 の大「ホテ ル 」)の 集會 場に 映 送 し,數

百 人が 一時 に之 を見 る こ とが 出 來 る様 に した

の で あ る.こ れは1日2回 の 割 で4日 間2「 マ

イ ル」先 きの 病 院 か ら「ホ テ ル」の集 會 場 に送

られ,同 時 に「ラヂ オ」は術 者 の 講 義 或 は 説 明

を傳 へ 來 り,小 は手 掌 の 手術 か ら大 は 心 臓 と

癒着 せ る胸部 腫 瘍 の手 術 が この 「テ レ ビ シ ヨ

ン」に よつ て 自 由 に觀 覧 す る こ とが 出來,會 員

一 同は 多大 の 利 益 と 満 足 を 得 た さろ で あ る.

此 利點 に着 目 してJohns Hopkins Hospital

では 目下特 に「テ レ ビシ ヨン 」應 用 に 適 す る新

手 術 室(New operating rooms「 複 數 」)を 設
へ

計 中であるとの ことであ る.羨 や ま しい こと

で ある.

此會合であ る病院 の外科醫長Dr. Fossと

云 ふ人が,「 ア メリカ」に於てはあま り多 く無

用の手術 が行はれ且 これが 經驗 少 き未熟 者に

5
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よつて行はれ て居 ることに對 し警 告 を發 して

居 るが,そ の要 旨は

“「ア メ リカ」の全病院は毎年略14 ,000,000

人 の病 人が入院 し其 中の略半數が何等かの手

術 を受 けて居 る.し か も此等の手術 の多 くの

ものは手術す る可か らざるもの であ り,そ の

中のあ るものは執刀 を許す可が らざる未熟者

に よつて行はれ て居 る ”と反省 を促が し,氏

は又 “「ア メリカ」の患 者は更 に又新 ら しき

當惑 に直面 して居 ると云ふのは,戰 後復員 し

た る約40,000人 の若 き醫 師の多 くの者は,病

院 に於け る外科醫の位置が尠 い爲 めに,適 當

なる訓練 を受けずに直ちに外科醫 と して開業

して居 るか らで ある ” と警告 して居 ります.

これで學會の ことを終 り次 に社會醫療制度

の ことに就て少 しく述べ ませ う.

AMAが 社會醫療制度 殊 に強制的制度 に全

面的に反對 し"War against socialized Me

dicine"(社 會的醫療制度 に對 する戰)は 此醫

師 曾の傳統的方針 と して今 日に及んで居 るこ

とを誇 りと して居 ることは,昨 年の 同會100

年記 念總會 を機 と して發 刊 され た同會の歴 史

に も特筆 され て居 る もので ある.

而 して此AMAは 本年1月5日 よ り8日 迄

の3日 間「クリプラン ド」市 に於 て中間總 曾 を

行 つたが,此 會合 に「トルーマ ン」大統領は醫

療 制度 に關す る「メツセー ジ」を送つた.共 大

要 は “我 國民 の多 くの ものは彼等の必要 と

す る醫療費 を 支拂ふ に 堪 え得 ないのであ り,

これに對 して 一國民的 健康制度が 必要 で あ

る.此 制度の骨子は保險原則に立脚 した醫療

支拂の國民的組織 であ らねば ならない…” と

云 ふのであ る.こ れに對 して醫師會は特別委

員會 を開 き,“ 我 々國民並 に共 家族の數百萬

人は,共 人院 及醫療 の費 用に對 し既に我 々醫

人の 自發的 奉仕並 に私立保險會社の設立等 に

よ り保 護 され て居 り,大 統領の説 く所 よ り一

歩進んで居 る.而 して又大統領は此「メツセー

ジ」中,彼 が これ迄 保 健問題 に 關 する 「メツ

セー ジ」中屡 々使用 した"Compulsory"(強

制的)と云ふ言葉を明かに避 けて居 るが,我 々

は又既に任意的保險制度に就ての我々の計晝

を持つて居 る ” と して,“ 『アメ リカ」醫師

會は強制的疾病保險制度(Compulsory sick

ness insurance)に 對 す る反對 の見解 を再確

認 した ” との ことであ る.

斯様 に「ア メリカ」で も健康保險制度 に封 し

て政府當局 と醫師 會 との間 には見解及之に對

す る態度 に可な りの差異が あ り,紛 議が あ る.

此1實 例 としては,「 サ ンフ ランシス コ」市は

1938年 以來市當局 と市醫 師曾 との間 に市の使

用人及共 家族の保險 診療 の契約が成立 して居

た さうで あるが,昨 年11月10日, 935人 の保

險 醫は一齊に辭職 した.こ れ に關 し市の保險

課長Dr. Keenanは,こ れ は「ア メリカ」醫師

會が凡ての強制的保險制度 を減亡せ ん とす る

運動であ ると非難 し,市 醫 師會長は “堪 ゑ

得 べか らざ りし10年 間の 決算で ある ” と公

表 して居 ることよ りしても其 一端 を知 ること

が 出來 る.但 し「ア メ リカ」には近來私立の疾

病保險會社が設立 され,加 入者が 一朝罹病の

際には人院,手 術,治 療 の諸費用 を負擔 し,こ

れが可な り廣 く利用 され加 入者 も仲 々多 い様

で ある.一 般 に青十字(Blue Cross)と 呼ば

れて居 るら しい.こ れは注 意す可 き,制 度 で

あち う.

此疾病保險 制度 に關 し「オース トリア」の一

開業醫か らの書簡がJAMAの1月 號 に發表

され て居たが,此 手紙 の要 旨は,

“「オース トリア」は疾病保險に 關す る典型

的 國家であ り,大 臣,大 學教授,會 社 杜長は じ

め國民全部が被保險者であ る.私 は保險 醫 と

して20年 の經驗 を持 ち,今 や 此制度 に對 し

て公正 なる批判 をな し得 る自信 を持 つに至つ

た と信 ずるが,初 め此制度 を可 と した私は今

は 全 く反對 の立 場に立 つに 至つた ” と 前提

して,政 府管掌 の強制的健康保險制度の弊害

と,却 つてその人間 に不幸 をもた らす現状 を

訴 え,「 ア メリカ」が未 だ この強制的保險 制度

を實施せ ざるを「ア メリカ」の幸福 であるζ と

を賀 し,之 に反對 し來 つて居 るAMAに 敬 意

を表 して居 るのであ る.私 は此 手紙 に又不尠

注意 を喚起 された.そ して「オース トリア」が

強 制健康保險制度 國家の1で あ ると云 ふとと
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に も亦 た 少 しく興味 を感 じた.

英 國 に在 つ て も最近 此 健 康 保 險 制 度 は 可

な りむつ か しき 問 題 と な つ て 居 る ら しい.

 Newsweek 12月29日 號 に よる と,英 國政 府 の

厚生大 臣(Health Minister) Bevanが,英 國

醫 師 會に提 示 した 意 見 に よれ ば,此 制 度 に從

ふ 醫 師は基 本給 と して1年300「 ポ ン ド」(約

1,200「 ドル」)を 貰 ひ,そ の上 に,診 療 せ る患

者 數に應 じて其 所 得 を加 へ,假 りに1,000人

の此 制度 に よ る 患 者 が あれ ば 合 計1,058「 ポ

ン ド」の 年収 とな り, 4,000人 の患 者 を治療 す

れ ば3,332「 ポ ン ド」の所 得 とな る規 定 となつ

て居 る.但 し醫 師が 被保 險 者以 外 の患 者 を診

療 した り,又 此 保 險制 度 に加 入 しな い こ と も

自由で あ るが,そ の 場合 には其 醫 師は 開業 を

費 る權利(The right to sell his practiseこ れ

は 私 に は ど ういふ意 味 か は つ き り分 りませ

ん)を 失 ふ との ことで す.之 に對 して英 國醫

師 會 の即 答 は,大 臣 の 申人れ は"Traditions

 and standards of a great profession"(大 な

る職 業 の傳 統 並 に立場)に 抵 觸 す る と反 對 し

た さ うで あ るが,社 會 黨 内閣 の今 日,本 問 題

の將 來 は豫 斷 を許 さな い ものが あ る こ とを感

ず る.

さて最 後 に私 は3, 4の 雜 事 を御 話 して此 講

演 を結 ぶ ことにす る.

1.米 國 々民 の 主 な る5死 因 は前 年迄 は1)

心臓 病, 2)癌, 3)脳 盗 血, 4)腎 炎, 5)肺

炎 で あつ たが1946年 度 には,第4番 目迄 は 同

様 であ るが最 後 の肺炎 は 下位 とな り,主 に代

つ て「事 故」(Accident但 し自動 車 事故 を除 外
の

す る)が5番 目に登場 することになつた,肺

炎 の死 亡率 が減 じた こ とはPenicillin, Sulfa

劑 の應用 の外 に 悪質 の 流 行 が比 較 的 尠 か つた

か らに因 る さ うで あ る.

2.「 ス トレプ トマ イ シン 」と結 核 結 核 に

對 し「ス トレプ トマ イ シ ン」は可 な り有 效 で あ

るこ とは 明 か になつ た が,此 治 療 は 長 引 き且

藥 は 仲 々 高 價 で あ り1「 グ ラム」が4「 ドル 」

で, 1日 に1-3「 グ ラム」を必要 とす るか ら1

ケ月には單に藥代だ けで も1,000「 ドル」以上

を要 す さ うで あ り,そ れ でDr. Slotkin(泌

尿器科専門)は 癩 病に大楓子油が 效果 のあ る

ことか ら考 へて「ス トレプ トマイシン」に大楓

子 油 を混 用 して應 用 した ところ.前 者の普通

の1/10量 に於て 腎臓結核に 著明の效果があ

り6例 の腎結 核が全治 した.こ の有效作用 は

結核菌 も癩菌 も其 外部 は同様 に蝋様被膜 を有
 

す るが,此 被膜が大 楓子 油で融解 さる 結ゝ果

「ス トレプ トマ イシン」の作用が著明 になると

解釋 して居 る.そ れ で これ を他の結 核の治療

に も御 奨めす ろ との ことである.「 ア メリカ」

で も「ス トレプ トマイ シン」は高價であ ると云

ふ悩みがあ る.

3.「 ペニ シリン」と蓄膿症 と云ふ題 で「リー

ダ ース・ダイゼス ト」の4月 號に「ペニシ リン」

の吸人療法が 副鼻腔炎 に 非常に有效 であ り,

「ア メリカ」で非常に多い蓄膿症患者に大福音

を與へ て居 る と云 ふ 記事が ある.「 リーダー

ス・ダイゼス ト」の醫事に關 する記 事は餘 り信

用 が 出來 ないが,「 ペニシ リン」が蓄膿症 に有

效 であ らうと云 ふ ことは慥かで あ らう.と 云

ふ のは私は この蓄膿症 に對 し上顎竇内 に濃厚

「サル フア ミン」溶液 を注人 して可な りの效果

を見 た ことは嘗つて報告 した ことがあ る.そ

れか ら考 へ ると成程「ペニシ リン」は一層有效

であ らうが,吸 入療法で な くこれ を直接竇内

に注人すれば一層其效果は確實 であ らうと推

察 され ろ.そ して又私は蓄膿症は特 に 日本 人

に多 く「ア メリカ」で は割合 に尠 い と考 へ て居

たが,此 記 事で「ア メリカ」に も非常に 多い こ

とを知 り興味 を感 じた.

4.「 ザ ウヱル ブルツ フ 」教授 の今 日Prof. 

Sauerbruchは 世界的 の外 科醫で 少 くとも 獨

逸 に於 け る外科醫 中最大 の榮譽 と信頼 を持 つ

て居 る人で あ り, 1928年 に「シヤ リテ」(大學

病院)の 外 科醫長 とな り今 日に及 んで居 るが,

今次大戰 中 「ヒツ トラー」か ら3度 「ナチ」賞

(Nazi awards)を 貰つ て居 り,最 近「ナ チ」派

放逐の裁判 に かけ られ ん と した さうで ある.

然 し彼 は戰時 中公開演詮に 於て “ 獨逸科學

者 の自由 ” を要求 した さ うであ る し,又 「ベ

ル リン」の最後の戰鬪 中,「 ヒツ トラー」に急

使 を送 り.危 險に直面 した病院患者 を代表 し
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て即 時戰鬪 を中止すべ きことを勸告 した との

ことであ る.そ して「ロシア」軍隊が伯林 を占

領 した時 「デ ユーコフ」大將(General Zhu

kov)は 彼 を伯 林公衆衛生長 官に任命 したが,

其後 「ア メ リカ」の抗議 によつて之 を免ぜ ら

れ,元 の大學病院 に返 り矢張外科主任 となつ

て居 り,本年72歳 に達せ るが尚頗 る敏捷活溌

で “ 余は醫師に して「ナチ」に非 ず ” と豪語

して居 るとの ことであ る.(Time, August 4)

5.醫 療用 と しての 「ラヂ ウム」に代 る もの

「ア メリカ」原子力委員會長Lilienthal氏 の

發表に よれば,そ の作用 は「ラヂ ウム」に比 し

て少 しも劣 らず,而 も非常 に廉價に して多量

に得 らる 代ゝ 用物 を得 るに至 つた事が明 らか

に された.即 ちoak Ridgeの 原子 力研 究所 に,

於て,「 コバ ル ト」を「ウラニウム」中に於 て處

理す る事に よ り,こ れに「ラヂ ウム」と同様の

放射能 力を附 した ものであ り,こ れ は 「ア メ

リカ」の4大 病院に於 て,臨 床的試驗 を行 ひ

其効果 を確認 し得た ものであるが,そ の廉 價

に製 出 し得 ろ點 につ いてLilienthalは,“ 委

員會は これに對 して全然定價 をつけ る事 を考

へてゐない ” と云ふ 位で ある.而 も此 放射

能性「コパル ト」は,「 ラヂ ウム」と同様の 「ガ

ンマー」線 を放 出す るが,「 ラヂ ウム」と異 り,

屡 々有害作用 を起 ず「アル フア ー」線 を有 しな

いた め,患 者は勿論,醫 師,看 護婦,技 術員等

に「ラヂ ウム」よりも危險 を與へ ることが 少な

い といふ長所が ある.唯 一つの缺點 か も知れ

ない ことは,「 ラヂ ウム」よ り放射能 力の壽命

が 少ないことであ るが,多 量 に 存在す る 「コ

バル ト」に速 に放射能 力を附 し得 るので,何 時
へ

で も充分 に需要 を満 し得 るか ら,こ れ は問題

にな らないと言 ふ事 であ る.原 子爆彈製造過

程 の副産物 と して,此 種 の物が産 出 されは し

な いか と云ふ ことは,誰 しも期待 した であ ら

うが,こ の發表 は我 々に大 な る喜 び を與へ る

ものである.因 に云ふ,米 國に於 ける 「ラヂ

ウム」それ 自身 の時價 は, 1g 25,000「 ドル」

だ さうである.(講 演 後 附 加. Newsweek,

 May 3, 1948)


